
書 評 　 新 刊 案 内

　弊紙は 2024年 4月より週刊発行から月刊発行（毎月第 2火曜日発行・2色
刷 16頁建）に変更いたします。これに伴い，名称を「医学界新聞」と改めます。
初回発行は 2024年 4月 9日を予定しております。
　これからも，日本の医学・看護領域における最新の知見を，公正に，的確に
伝えるよう努めてまいります。引き続き，ご支援とご愛顧を賜りますようお願
い申し上げます。 

●「週刊医学界新聞」の名称および発行形態変更のお知らせ

　愛知医科大学医学部名誉教授の中野
隆先生監訳による『プロメテウス解剖
学エッセンシャルテキスト』の待望の
第 2版が刊行された。本書は Anne M. 
Gilroy氏により著され
たAnatomy：An Essen-
tial Textbook（3 rd Edi-
tion）を，単に原書の
和訳にとどまらず，豊
富な美しくわかりやす
いアトラスと監訳者に
より全編テキストの表
現法を統一された読み
やすい日本語，さらに
監訳者により随所に
「監訳者注」として説
明を加えられている点
が，本書の大きな特徴
といえる。
　本書は日本語で書かれた単なる解剖
学のテキスト，あるいは解剖学洋書の
単なる和訳書とは全く異なる。原書に
も大きな特徴があり，第 3版は，各部
の冒頭に目次が追加され，各章とセク
ション，そしてその中に表や 161項目
に及ぶ BOXが掲載され，新たな図版
が第 2版に比して 100以上追加され，
多くの図版が改訂されている。本書で
は，オレンジ色で「発生学の観点」，
青色で「臨床医学の視点」と色分けし
て BOXが挿入されており，単なる解
剖学の知識のみでなく，発生学の観点，
臨床医学の視点からより深く解剖を理
解することができる構成になってい
る。解剖の内容を理解するのに有用な
画像，X線写真，模式図が多く掲載さ

れているのも特徴である。各部の終わ
りには，復習問題が掲載されているが，
この内容も単なる解剖の知識を問うも
のではなく，日常臨床にも大変有益な

ものである。
　「単に原書の和訳に
とどまらず」と前述し
たのは，随所に「監訳
者注」が付記されてい
るためである。テキス
ト，表，BOXの説明，
さらには復習問題で
も，全ての部にわたり
監訳者がきめ細かく必
要に応じて説明を追加
している。これにより
読者は，より正確に発
生学の観点からそして
臨床医学の視点から，

解剖を理解することができる。そして，
臨床医学を解剖学の観点からより深く
理解できる。これらの内容が，美しい
アトラスと共にわかりやすい日本語で
記述されていることが，本書の価値を
格段に高めているものと思われる。
　本書は，このように臨床に即した内
容が豊富に盛り込まれているため，解
剖学を学ぶ学年の医学生にとどまら
ず，実際に患者を診る高学年の医学生，
さらには臨床医，また医師のみならず，
解剖の知識を必要とする看護師をはじ
めとするその他多くのメディカルスタ
ッフにとっても極めて役立つ有用なテ
キストであると確信している。座右に
置きたい解剖学テキストである。
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　第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 （会長＝愛知県がんセンター・岩田広治氏）が 2

月 22～24日，「Break the Borders and Beyond――for our patients」をテーマに名古
屋国際会議場（名古屋市）にて開催された。本紙では，学会 SNSに関するシンポジ
ウムを報告する。
◆ JSMO SNS元年，欧米学会の活況をめざして
　日本臨床腫瘍学会（JSMO）では，広報渉外委員会の下部組織として，専攻医から
がん薬物療法専門医まで幅広い世代の JSMO会員から成る「SNSワーキンググルー
プ（SNS︲WG）」が 2023年 4月に発足。会員の SNS利用を活発にするための環境整
備，医学生・研修医や一般市民に向けた腫瘍内科・JSMOの認知度向上，JSMOの国
際化を主目的として活動している。委員会企画 「SNS︲WGシンポジウム」（司会＝滋
賀県立総合病院・後藤知之氏）では新たな試みとして，写真撮影・SNS投稿（ハッ
シュタグ：#JSMO2024）を推奨する形で開催された。
　「JSMO SNS元年」と題して登壇した山口祐平氏（名古屋医療センター）は学会と
しての SNS利用指針の作成など，WGのこれまでの活動を報告した。さらに現在進
行中のプロジェクトとして，SNSへの学会発表スライド投稿許可申請の準備を進め
ていることを表明。「米国臨床腫瘍学会（ASCO）・欧州臨床腫瘍学会（ESMO）では
当たり前となった光景を JSMOでも実現したい」と抱負を語った。続いて上原悠治
氏（都立駒込病院）がアカデミアにおける SNSの使い方を考察した。SNSを活用す
るメリットとしては①最新情報アップデート，②自らの研究内容の認知度向上，③新
たなコネクションの形成，④患者・市民参画の促進，⑤若手リクルートの 5点を提示。
特に③については，海外の学会では参加者バッジに Xのハンドルネームを記載するこ
とが推奨され，学会終了後も関係性の維持につながったという実体験を語った。
　最後に登壇したのは，本邦での学会公式 SNSの黎明期にある 2018年より日循の情
報広報部会副部会長としてその活動を牽引してきた岸拓弥氏（国際医療福祉大）。日
循 X公式アカウント（ID： ）のフォロワー数は国内学会最大級の約 2

万人に達し，SNS活動の効果を検証する多数の解析論文も発表している。さらに今
年は，演者許諾を得た発表については学術集会参加者は誰でも撮影可能になるよう指
針を改訂。実現すれば日本医学系学会初となる。岸氏はこれらの成果と同時に，学会
SNS運用の限界や注意点にも言及。「誰に，何を伝えたいのか」「どの時点の何の数
字で効果判定をするのか」を明確にすることが肝要であり，後者について日循の場合
はガイドラインのダウンロード数をエンドポイントにしていることを明らかにした。
　3人の演者の口演のあとは，扇屋大輔氏（東海大），尾崎由記範氏（がん研有明病院），
高見澤重賢氏（NTT東日本関東病院）も加わり，個人が SNSを運用する意義や学会

SNSの在り方が議論された。SNSを運
用する上では著作権や個人情報保護に配
慮する必要があり，特に後者については
「患者が特定される恐れがあるため，症
例報告は投稿しない」といった Tipsも
共有された。岸氏からは，学会WGのこ
れまでの活動を評価した上で，「とにか
く真面目に，継続的に」とエールが贈ら
れた。

学会SNSワーキンググループが発足
第21回日本臨床腫瘍学会学術集会の話題より

●写真　「SNS︲WGシンポジウム」の模様

座右に置きたい解剖学テキスト
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